
 

日本人特有の遺伝子とは？ 

 

 

島国であり人の出入りが少なかった日本人は、世界でも稀な古代血統とされる Y 遺伝子 D

系統を多く持つ人種である。 

 

 

 



 

日本人は、世界でも稀な古代血統とされる Y遺伝子 D系統を多く持つ人種 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日本人はＹ染色体ＤＮＡのＤ系統を高頻度で持つ 

東アジアでも孤立した D系統を持つ日本人の異質さが際立つ 

 

 

 

 

 



 

 

日本人はＹ染色体ＤＮＡのＤ系統を高頻度で持つ事で有名である。世界的にもチベット人

や中近東の人だけがこのＤＮＡをもっているが、他の世界のどこにもほとんど存在しない。

さらに日本のすぐ近くの朝鮮半島や中国人が南方系 O系統であり、孤立した D系統を持つ

日本人の異質さが際立って見える。 

 

 

またこの D系統は、アジア人種よりも地中海沿岸や中東に広く分布する E系統の仲間であ

り、Y遺伝子の中でも非常に古い系統である。 

東アジアの地域全体には南方系Ｏ系統が広く分布し、島国の日本や山岳のチベットにのみ

Ｄ系統が残ったと考えられる。 

 

 

D2系統はアイヌ人 88％、沖縄人 56％、本土日本 42～56％（参考までチベット 33％）で、

韓国ほぼ０％である。 

アイヌには南方系Ｏ系統は無く、完全な D 系統であり、本土日本人と沖縄人には南方系の

Ｏが混ざっている。それでも本土日本人の D系統は半数以上である。 

つまり事実上アイヌと本土日本人は大差がなく、アイヌに南方系を足したのが本土日本人

となる。 

 

 

結論として日本人は基本的に共通して、アイヌ人～本土日本人～沖縄人まで D系統(北方古

モンゴロイド)がベースになっており、 

日本人３集団が持つＤ系統を持たない韓国人は赤の他人と結論できる。 

 

 

 

 

 



 

 

 

日本 D系統の祖、縄文人 

 

 

 

 

 

日本人の大部分を構成するY遺伝子D系統は縄文人特有の遺伝子である事が判明している。

縄文人は北方古モンゴロイドに属しており、古モンゴロイドとは白人種から枝分かれした

ばかりの古い黄色人種の事である。まだ寒冷地に対応していない為、人類学的には白人種

との中間とされている。 

 

 

古モンゴロイドは殆どが絶滅したが、海に守られている日本や山岳のチベットに残った。

これが D系統遺伝子としても反映されている。 

日本人は世界でも数少ない D 系統を引き継ぐ人種であると同時に、数少ない古モンゴロイ

ドの末裔である。 

 



 

日本人は韓国人よりも二重瞼が多く立体的な容姿が多いが、南方系の遺伝子とは全く関係

は無く、日本の原住民である北方古モンゴロイドの縄文人の血を継いでいるからである。 

縄文人が北方系だという証拠として、彼らの直系の末裔であるアイヌ人が純粋 D 系統であ

るからである。 

 


